
尼崎市気候非常事態行動宣言 

 

 

近年、私たちは過去に経験をしたことのないような豪雨、猛暑などに見舞われ

ており、尼崎市を含め日本各地で地球温暖化が一因とされる異常気象による被

害が発生しています。そして、地球温暖化による影響・被害は、私たちの生活だ

けでなく自然環境にも及んでおり、すべての生き物の生存基盤を脅かす危機だ

といえます。 

こういった危機を引き起こした主な原因は私たち一人ひとりの人間の活動に

よって排出された二酸化炭素であるとされており、世界ではパリ協定の下に工

業化以前からの気温上昇を２℃より低い状況に保つとともに、１．５℃以下に抑

える努力を追求するための取組が始まっています。 

私たちは、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロとする脱炭素社会

を実現するため、日々の行動を変えていくことをここに宣言します。 

 

 ２０５０年までに脱炭素社会を実現するため、２０３０年の二酸化炭素排出

量を２０１３年比で５０％程度削減することを目指します。 

 

 消費するエネルギーを徹底的に削減するとともに、再生可能エネルギーなど

への転換を目指します。 

 

 一人ひとりがライフスタイルを見つめ直し、大量生産・大量消費・大量廃棄

型社会からの脱却を目指します。 

 

 地球温暖化による危機を正しく認識・共有するとともに、この危機を乗り越

えるために行動します。 
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